
▲こごせ幼稚園での防災訓練（関連記事22ページ）

大阪880万人訓練

広  報

平成29年（2017）10月号

2 0 1 7

No. 525

平成28年度の決算をお知らせします… ……… ２
平成29年８月・９月補正予算が決まりました…… ４
特集　地域を守る消防団……………………… ５
村からのお知らせ……………………………… 10
みんなのひろば………………………………… 22

主
　
な
　
内
　
容

10



一
般
会
計
の
決
算
状
況

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、
歳
入
33

億
５
２
８
８
万
円
、
歳
出
32
億
１
８
５
１
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
、
歳
入
で
１
億
６
０
７
万
円
（
３
・

３
％
）、
歳
出
で
１
億
７
１
８
万
円
（
３
・
４
％
）
そ

れ
ぞ
れ
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、差
引
額
は
１
億
３
４
３
７
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
や
臨
時

福
祉
給
付
金
な
ど
国
庫
支
出
金
の
増
加
に
よ
り
前
年
度

と
比
べ
て
８
０
４
６
万
円
（
45
・
８
％
）
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
前
年
度
よ

り
２
億
３
１
３
４
万
円
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

歳
入
全
体
で
１
億
６
０
７
万
円
（
３
・
３
％
）
の
増
収

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
主
財
源
の
要
で
あ
る
村
税
に
つ

い
て
は
減
少
し
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や
国
・
府

支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、
決
し
て
安
定
し
た
財
政
状

況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

歳
出
で
は
、
物
件
費
で
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

事
業
業
務
委
託
料
１
億
４
４
２
２
万
円
が
増
加
し

た
こ
と
や
繰
越
事
業
の
地
域
防
災
計
画
、
ち
は
や

あ
か
さ
か
魅
力
向
上
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委
託
料
な

ど
が
新
た
に
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
１
億
５
９

０
０
万
円
の
増
加
や
、
補
助
費
で
金
剛
山
の
里

ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
推
進
事
業
交
付
金
５
３

９
３
万
円
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
身
分
移
管
に

伴
う
退
職
手
当
負
担
金
１
９
７
０
万
円
な
ど
が
増

え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
歳
出
全
体
で
も
、
１
億
７

１
８
万
円
（
３
・
４
％
）
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

【
上
記
円
グ
ラ
フ
参
照
】

財
政
指
標

※資金不足がない場合は、「－」で表示しています。

会計別
区分 歳  入 歳  出 差引額 実質収支額

一　般　会　計 33億5,288万円 32億1,851万円 1億3,437万円 1億3,437万円

特
別
会
計

国民健康保険

事 業
勘 定 10億7,534万円 10億4,382万円 3,152万円 3,152万円

施 設
勘 定 1,223万円 1,223万円 0万円 0万円

介 護 保 険 6億7,075万円 6億4,508万円 2,567万円 2,567万円

後 期 高 齢 者 医 療 9,746万円 9,716万円 30万円 30万円

下 水 道 事 業 2億2,756万円 2億2,756万円 0万円 0万円

金 剛 山 観 光 事 業 8,545万円 8,149万円 396万円 396万円

合　　　　計 55億2,167万円 53億2,585万円 1億9,582万円 1億9,582万円

歳入

歳出

33億5,288万円

32億1,851万円

自
　主
 財
　 源
　　30.1％

　　　依
　　存
　 財
 源
69.9％　　　　

村税
52,809
15.8％

地方交付税
139,686
41.7％

総務費
91,546
28.4％

民生費
74,936
23.3％

公債費
38,256
11.9％

国・府支出金　
46,851
14.0％

その他
15,665
4.7％

村債
32,553
9.7％

土木費　27,434
8.5％

衛生費　21,607　6.7％

農林水産業費　5,891　1.8％

消防費
15,180
4.7％

商工費　9,539　3.0％

災害復旧費
520
０.2％

議会費
6,597
2.1％

その他　
47,724
14.2％

教育費
30,345
9.4％

平
成
28
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が
55
億
２
１
６
７
万
円
、
歳
出
が
53
億
２
５
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

会 計 別 歳 入 歳 出 決 算 状 況

■健全化判断比率
千早赤阪村

国の基準

早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15％ 20％

連結実質赤字比率 － 20％ 30％

実質公債費比率 10.2％ 25％ 35％

将 来 負 担 比 率 － 350％

■資金不足比率
千早赤阪村

国の基準

経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 －

20％下水道事業特別会計 －

金剛山観光事業特別会計 －

（単位：万円）一般会計決算状況
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金剛山観光事業

平
成
28
年
度
の
主
な
事
業

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

�
中
学
校
卒
業
ま
で
入
院
・
通
院
費
用
の
一

部
助
成　
　
　
　
　

�

１
１
８
２
万
円

●
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

　

浄
化
槽
の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助

　
　
　
　
　
　

４
０
９
万
円

●
地
区
防
犯
灯
整
備
事
業

　

地
区
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る
補
助

７
５
１
万
円

●
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
業
務
事
業

�　

１
６
１
５
万
円

●
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務

　

�

土
砂
災
害
計
画
区
域
や
避
難
場
所
等
を
記

載
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成

　
　
　

５
４
６
万
円

●
道
路
維
持
改
修
等
事
業　

 

　

９
７
４
６
万
円

財
産
の
状
況

　

基
金
（
貯
金
）
は
、取
り
崩
し
を
し
な
か
っ

た
こ
と
と
剰
余
金
を
積
み
立
て
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
億
９
４
５
７
万
円

増
の
20
億
８
２
６
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
債
（
借
入
金
）
は
、
新
規
に
２
億
５
３

６
５
万
円
を
借
り
入
れ
た
の
に
対
し
、
元
金

を
２
億
７
７
８
７
万
円
償
還
し
た
の
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
２
４
２
２
万
円
減
の
32
億
１

７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

＝ 特別会計の決算状況 ＝＝ 水道事業会計決算状況 ＝
１．収益的収支（消費税抜き）
　収益は、１億6,901万円（対前年度比23.0%
増）でした。主なものは水道料金などで１
億1,238万円となっています。
　費用は、１億7,377万円（対前年度比22.5%
増）でした。主な内訳は、総係費で2,540万円
（対前年度比75.6%増）、原水及び浄水費で330
万円（対前年度比14.2% 増）です。
　この結果、本年度は476万円の純損失が
生じましたが、未処分利益剰余金で処分致
しました。

２．資本的収支（消費税込）
　主な事業は老朽管の更新工事や浄水場更
新工事などです。
　収支差引での不足額7,346万円は、損益勘
定留保資金などで補てんしました。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率（上水道）

介　護　保　険

下 水 道 事 業

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

被保険者数	 2,330人
居宅サービス給付費
	 ２億3,261万円
施設サービス給付費
	 ２億4,847万円
地域密着型サービス給付費
	 3,348万円
居宅サービス計画給付費
	 2,656万円
住宅改修費	 483万円
福祉用具購入費	 108万円
特定入所者サービス費
	 3,219万円
高額サービス費	 1,200万円
高額医療合算介護サービス費
	 192万円
給付費合計	 ５億9,314万円
介護予防事業費	 93万円
包括的支援・任意事業費
	 962万円
地域支援事業費	 1,055万円

　金剛山ロープウェイ整備工事
（曳索平衡索切詰工事）、無線機交
換、専用水道浄水場改修工事設計
業務などを行いました。
◦金剛山ロープウェイ
　運転回数	 7,433回
　輸送人数	 11万2,967人
◦香楠荘
　定員	 53人
　宿泊者数	 5,337人
　村債（借入金）残高
	 2,290万円

　桐山地区に、マンホールポンプ
設備を設置し、また、小吹台のマン
ホール蓋の取替などを行いました。
下水道普及率	 75.7％
村債（借入金）残高
	 11億9,076万円

加入世帯数	 1,078世帯
被保険者数	 1,861人
医療保険料	 7,115万円
（１人当たり保険料　38,232円）
医療費	 8億798万円
（１人当たり医療費	 434,164円）

診療所受診者数	 6,023人
村債（借入金）残高	 5,194万円

被保険者数	 1,033人
保険料	 7,593万円
（１人当たり保険料　73,509円）

水　道　事　業　収　益 1億6,901万円

水　道　事　業　費　用 1億7,377万円

平成 28 年 度純損失 476万円

平成29年３月末現在 6億859万円

給　　水　　人　　口 	　　5,426人

給　　水　　戸　　数 	　　2,398戸

年　間　総　配　水　量 	761,452㎥

年 間 総 有 収 水 量 	585,493㎥

0 20 40 60 80 100

水 源 依 存 率 
自己水  488,240㎥
（構成比 64.1％）

大阪広域水道企業団水
273,167㎥（構成比 35.8％）

富田林市水　45㎥ （構成比 0.1％）
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平成29年８月・９月

補正予算が
決まりました

　大雨時等に民家の敷地内に流入した雨水等を
排水するためのポンプ等を購入し、台風や大雨
などの災害発生に備えます。

関連補正予算	 ２４８千円

災害対策事業 ８月

　本村の重要な観光資源の１つである文化遺産
の保存事業に対して補助金を交付します。
※平成29年度より新たに創設しました。

関連補正予算	 １，２２７千円

文化財保存事業 ９月

　中学校の生徒の安全を確保するため、第１段
階として、府道富田林五条線から下赤阪の棚田
に至る村道に注意喚起の看板を設置します。

関連補正予算	 １８５千円

交通安全対策事業 ９月

環境条例策定事業

　住民ワークショップ、検討委員会を開催し、
本村にマッチした環境条例策定を目指します。

関連補正予算	 ２，２００千円

８月

議員研修事業

　新庁舎建設に伴い、千葉県東庄町役場にて視
察研修を行います。

関連補正予算	 １７１千円

９月

地域活動活性化事業

　村民等で組織する団体の自主的な活動に対し
補助金を交付します。

関連補正予算	 １，０００千円

９月

今回の補正は大半が、医療費の確定に伴う国庫及び府費返還金です。
その他の主な補正内容は下記のとおりです。

１２７，５６３千円

一般会計　　８６，９５９千円

特別会計　　４０，６０４千円

〈問い合わせ〉人事財政課

会計別
区分 補正前予算額 ８月臨時議会

補正額
９月定例議会
補正額 補正後予算額

一　般　会　計 3,201,828 3,106 83,853 3,288,787 

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事業勘定 1,125,819 0 26,962 1,152,781 
施設勘定 39,139 658 0 39,797 

介 護 保 険 837,050 0 12,805 849,855 
後 期 高 齢 者 医 療 104,445 0 0 104,445 
下 水 道 事 業 242,351 0 179 242,530 
金 剛 山 観 光 147,038 0 0 147,038 
小 計 2,495,842 658 39,946 2,536,446 
合　　　　計 5,697,670 3,764 123,799 5,825,233 

平成29年８月・９月

補正予算が
決まりました

補正額
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皆
さ
ん
は
、
消
防
団
や
そ
の
活
動
を
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

消
防
団
は
地
域
の
住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
精
神
の
も
と
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
組
織
で

す
。
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
頼
も
し
い
存
在
で
あ
る
消
防
団
の
活
動
や
、
そ
の
現
状
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
消
防
団
と
は
…

　

�　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
機
関
で
、
消
防
団
員

は
、
普
段
は
自
営
業
や
会
社
員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、
火
災
等

発
生
時
に
は
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
消
火
活
動
等
に
当
た
る
非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

●
活
動
内
容
…

　

�　

火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
消
防
（
分
）
署
の
職
員
と
と
も
に

消
火
活
動
、
被
災
者
の
救
助
活
動
に
当
た
り
ま
す
。

　

�　

平
常
時
に
は
、
常
に
迅
速
か
つ
正
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
訓
練
や
消
防
車
両
の

点
検
を
行
う
ほ
か
、
年
末
の
夜
警
活
動
や
地
区
の
防
災
訓
練
等
を
通
じ
て
防
災
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
消
防
団
員
の
補
償
…

　

�　

活
動
中
に
ケ
ガ
な
ど
を
し
た
場
合
は
、公
務
災
害
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

階
級
に
応
じ
た
報
酬
が
毎
年
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
５
年
以
上
在
籍
し
て
退
団
し
た
場

合
に
は
、
在
籍
年
数
に
応
じ
て
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
消
防
団
の
現
状
…

　

�　

人
口
減
少
の
な
か
、
消
防
団
員
の
確
保
は
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、
村
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
村
で
は
９
月
に
条
例
を
改
正
し
、
消

防
団
員
の
任
用
要
件
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
　

任
用
要
件
（
旧
）
…
村
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

　
　

（
新
）
…
村
在
住
も
し
く
は
村
内
で
働
く
18
歳
以
上
の
人

●
団
員
募
集

　

�　

千
早
赤
阪
村
消
防
団
で
は
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
に
関
す
る
こ
と
や
消

防
団
に
関
す
る
こ
と
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

団
長
を
拝
命
し
て
１
年
余
り
経
ち
ま
す
が
、
団
員
の
言
葉
や
行
動
か
ら
は

い
つ
も
「
村
を
守
る
」
と
い
う
郷
土
精
神
が
感
じ
ら
れ
、
心
強
く
誇
り
に
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

千
早
赤
阪
村
消
防
団
団
長
　

秋
山 

正
元
　さ
ん

特　集

地域を守る
消防団

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
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村
長
の
部
屋

　

約
３
千
本
の
灯
ろ
う
に
よ
る
棚
田
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
約

３
０
店
舗
の
模
擬
店
や
村
に
関
す
る
○

×
ク
イ
ズ
、
村
立
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、地
元
出
身
の
音
楽
グ
ル
ー
プ「
ツ

ル
ビ
ル
」
の
ラ
イ
ブ
な
ど
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日（
土
）
午
後
２
時
～

７
時

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
12
日（
日
）

会
場　

下
赤
阪
の
棚
田
と
村
立
中
学
校

駐
車
場　

村
民
運
動
場
と
赤
阪
小
学
校

（
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
あ
り
）

○
出
店
者
追
加
募
集

　

模
擬
店
４
店
舗
を
追
加
で
募
集
し
ま

す
（
内
容
に
よ
っ
て
は
、
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）。
応
募
用
紙
・
誓

約
書
と
募
集
要
綱
は
、
観
光
・
産
業
振

興
課
窓
口
で
配
布
、
ま
た
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
要
件　

村
内
在
住
の
個
人
、
グ

ル
ー
プ
、
村
内
事
業
者
（
名
義
貸
し
な

ど
は
不
可
）

募
集
期
間

　

10
月
２
日（
月
）～
10
日（
火
）

応
募
方
法　

観
光
・
産
業
振
興
課
に
持

参
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（

�
１
８
８
０
）

※
先
着
順
で
受
け
付
け

○ 

千
早
赤
阪
村
や
下
赤
阪
の
棚
田
の
写

真
を
募
集

　

村
や
下
赤
阪
の
棚
田
に
関
す
る
写
真

を
提
供
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
に

模
擬
店
会
場
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
掲
示

し
ま
す
。

応
募
要
件　

写
真
は
１
人
１
枚
ま
で
、

大
き
さ
は
最
大
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
紙
質
は

問
い
ま
せ
ん
。
※
額
縁
な
ど
の
ケ
ー
ス

に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま

せ
ん
。

募
集
期
間

　

10
月
２
日（
月
）～
20
日（
金
）

応
募
方
法

　

観
光
・
産
業
振
興
課
に
持
参

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

観
光
・
産
業
振
興
課

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
お
願
い

　
Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
で
は
「
金
剛
山

の
里　

棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭
」
リ
サ

イ
ク
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
出
品

物
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

売
上
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

に
寄
付
し
ま
す
。

〈
提
供
先
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
千
早
赤
阪
支
部

　

☎
�
０
５
２
８

　

樹
木
は
、
枝
と
枝
が
触
れ
合
う
と
根
を

伸
ば
し
て
邪
魔
な
木
の
成
長
を
止
め
よ
う

と
す
る
。
間
伐
を
十
分
に
し
て
樹
間
を
開

け
て
や
る
と
安
心
し
て
根
を
深
く
伸
ば
し

大
き
く
成
長
す
る
。

　

村
は
面
積
の
80
％
が
森
林
で
あ
る
。
ほ

と
ん
ど
が
杉
、
檜
の
山
だ
。
平
成
８
年
頃

か
ら
材
木
価
格
が
暴
落
し
た
。
現
在
で
は

平
成
元
年
頃
の
価
格
に
比
較
し
て
、
杉
は

10
分
の
１
、檜
に
し
て
も
ほ
ぼ
７
分
の
１
、

原
木
（
丸
太
）
の
値
下
が
り
は
、
木
材
を

販
売
し
て
生
活
を
維
持
し
て
い
た
山
主
に

と
っ
て
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

材
木
を
伐
採
し
、
木
材
市
場
ま
で
の
般

出
コ
ス
ト
は
、
山
の
状
況
に
よ
り
変
化
す

る
が
、
平
均
１
立
米
１
万
２
千
～
１
万
５

千
円
程
度
。
市
場
の
売
買
価
格
は
杉
が
１

万
円
、
檜
が
２
万
円
程
度
。
村
の
山
林
は

ほ
ぼ
70
％
が
杉
、
30
％
が
檜
。
し
た
が
っ

て
市
場
で
の
価
格
は
１
立
米
１
万
３
千

円
、
立
木
の
価
格
は
０
と
な
る
。

　

今
、
全
国
的
に
森
林
所
有
者
は
山
林
経

営
に
興
味
を
失
い
放
棄
森
林
、
所
有
者
不

明
の
森
林
が
大
量
に
発
生
し
て
い
る
。
間

伐
を
し
な
い
森
林
は
木
の
成
長
が
止
ま
り
、

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
と
し
て
の
役
割
も
で
き
ず
、

山
崩
れ
の
原
因
を
作
っ
て
い
る
。

　

林
野
庁
は
平
成
30
年
か
ら
森
林
環
境
税

を
創
設
し
、
公
費
で
個
人
所
有
の
山
林
管

理
に
乗
り
出
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

村
も
林
野
庁
の
支
援
を
受
け
、
平
成
80
年

～
平
成
１
３
０
年
に
は
杉
、
檜
の
大
径
木

が
そ
ろ
っ
た
山
を
作
ろ
う
。

千
早
赤
阪
村
の
山
作
り

【
図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　

新
刊
本
は
、
毎
月
初
め
の
開
室
日
に

配
架
し
ま
す
。
図
書
室
に
な
い
本
は
、

府
立
や
府
内
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

休
室
日
は
２
・
９
・
16
・
23
・
30
で
す
。

10
月
の
新
着
本

◆
一
般
書

真
ん
中
の
子
ど
も
た
ち�

（
温
又
柔
）

四
時
過
ぎ
の
船�

（
古
川
真
人
）

Ａ
Ｘ�

（
伊
坂
幸
太
郎
）

絢
爛
た
る
奔
流�

（
岩
井
三
四
二
）

と
る
と
だ
す�

（
畠
中
恵
）

タ
フ
ガ
イ�

（
藤
田
宜
永
）

ネ
メ
シ
ス
の
使
者�

（
中
山
七
里
）

怪
盗
桐
山
の
藤
兵
衛
の
正
体（
佐
藤
雅
美
）

真
夏
の
雷
管�

（
佐
々
木
譲
）

暗
闇
の
ア
リ
ア�

（
真
保
裕
一
）

バ
ブ
ル
ノ
タ
シ
ナ
ミ�

（
阿
川
佐
和
子
）

ネ
タ
元�

（
堂
場
瞬
一
）

決
戦
！
関
ヶ
原　
１
・
２�

（
葉
室
麟
他
）

お
い
し
い
っ
て
な
ん
だ
ろ
？

�

（
伊
藤
ま
さ
こ
）

青
春
18
き
っ
ぷ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ガ
イ
ド

�

（
谷
崎
竜
）

◆
児
童
書

だ
じ
ゃ
れ
世
界
一
周�

（
長
谷
川
義
史
）

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
か
い
て
い
た
ん
け
ん

�

（
原
ゆ
た
か
）

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
サ
バ
イ
バ
ル　

３

�

（
洪
在
徹
）

メ
ア
リ
と
魔
女
の
花

�

（
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
）
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の
学
級
編
成
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
あ
り
が
ち

で
す
）
で
、
私
が
お
邪
魔
し
た
の
は
、
六
歳

～
九
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
四
、五
名
ず
つ
在

籍
す
る
、
計
二
〇
名
程
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、八
歳
の
難
民
の
男
の
子
に
、ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
す

る
と
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
Ｂ
４
大
の

フ
ァ
イ
ル
を
抱
え
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
と
て
も
自
慢
げ
に
、「
こ
れ
は
先
生
に

ほ
め
ら
れ
た
絵
と
一
緒
に
撮
っ
た
写
真
」「
こ

れ
は
先
生
に
ほ
め
ら
れ
た
総
合
学
習
の
設
計

図
」「
こ
れ
は
い
い
点
数
を
と
っ
た
テ
ス
ト
」

な
ど
。
つ
ま
り
、
日
本
の
そ
れ
と
は
違
い
、

よ
く
で
き
た
も
の
、
ほ
め
ら
れ
た
も
の
、
自

信
の
あ
る
も
の
だ
け
を
綴
っ
て
い
る
の
で

す
。
だ
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
は
、
自
慢
の
宝

物
な
の
で
す
。

　

ご
家
庭
や
地
域
、学
校
で
、子
ど
も
が
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
作
る
と
し
た
ら
、
ど
う
し
ま

す
か
。

㊀�

う
れ
し
い
作
品
だ
け
を
綴
っ
て
い
い
思
い

出
ば
か
り
の
宝
物
に
す
る

㊁�

う
れ
し
く
な
い
作
品
も
綴
っ
て
、
自
分
の

ス
テ
ッ
プ
に
す
る

㊂�

う
れ
し
く
な
い
作
品
も
綴
っ
て
、
そ
れ
も

自
分
の
「
持
ち
味
」
と
し
て
宝
物
に
す
る

　

さ
て
、
ど
の
パ
タ
ー
ン
が
一
番
、
子
ど
も

を
健
や
か
に
育
て
る
や
り
方
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
は
、
書
類
入
れ
の

か
ば
ん
と
い
っ
た
意
味
で
す
。
こ
れ
を
金
融

界
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
資
産
を
う

ま
く
管
理
・
運
用
す
る
方
法
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
。
か
ば
ん
に
入
れ
た
中
身
と
し
て

例
え
た
「
資
産
」
は
、
も
し
少
し
損
を
し
て

も
、
別
の
こ
と
で
よ
り
得
を
す
る
よ
う
に
考

え
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
管
理
・
運
用
し

ま
す
。

　

こ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
教
育
界
で
も
利

用
し
て
い
ま
す
。
金
融
資
産
に
替
わ
る
も
の

は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
作
っ
た
作
品
や

総
合
的
な
学
習
で
調
べ
た
報
告
書
、
算
数
の

テ
ス
ト
結
果
な
ど
で
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

テ
ス
ト
の
点
数
だ
け
で
成
績
を
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
学
習
過
程
で
の
が
ん
ば
り
を
認
め

た
り
、
そ
の
子
が
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る

か
な
ど
を
見
取
り
、
授
業
で
生
か
す
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
も
、

自
身
を
振
り
返
り
、
明
日
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
小
学
校
で
も
、
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
は
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
移

民
や
難
民
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
な
オ
ラ
ン

ダ
の
小
学
校
に
は
、
多
様
な
民
族
、
人
種
、

宗
教
、
母
語
の
子
ど
も
た
ち
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
そ
の
学
校
は
、
日
本
の
よ
う
に
同
じ

年
齢
で
の
学
級
編
成
で
は
な
く
、
異
年
齢
で

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
�

悪
い
点
数
も
宝
物
？

佐
久
間
敦
史

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

※�講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※�講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前に連絡します。
※�全ての講座を受講された人には、修了証を交付します。
時間　午後２時～４時　　　　　　　　　　　　場所　くすのきホール２階会議室（エレベーター有）
定員　各回50人（受講登録者優先・先着順）　　費用　１回400円　　
受付　随時　※土・日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課�☎�1300　 �1400
※�電話・ＦＡＸの他、くすのきホール窓口や受講当日の受付でも直接申し込むことができます。
※�登録の際は、郵便番号、住所、氏名、電話番号を伺います。

前期「中世の近畿、大坂、南河内」⇒ 終了しました。
後期（第６回～第８回）「河内の古墳文化」

回 講座日 タイトル 講　　師

６ 10月13日（金） 古市古墳群の時代 藤井寺市世界遺産登録推進室長
山田　幸弘　氏

７ 11月10日（金） 百舌鳥古墳群の造営
－世界遺産登録の取組みの紹介を兼ねて－

百舌鳥・古市古墳群世界文化
遺産登録推進本部会議事務局

十河　良和�氏

８ 12月８日（金） 近つ飛鳥周辺の後・終末期古墳 大阪府立近つ飛鳥博物館副館長
森本　徹　氏

村民大学歴史講座、今後の開講予定
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　　　　　●集団検診（実施場所：保健センター）
検診項目 対象者 内容 日程　ほか

胃がん検診
受診日現在

40歳以上の人
（年度に１回）

問診
Ｘ線間接撮影　　

10月３日（火）・11月19日（日） 

当日受付：午前８時30分～11時

大腸がん検診だけを受診する人で、当日
本人が来られない場合は必ず相談くださ
い。

大腸がん検診
受診日現在

40歳以上の人
（年度に１回）

問診
便潜血検査

肺がん・結核検診
受診日現在

40歳以上の人
（年度に１回）

問診
胸部Ｘ線直接撮影

（喀痰検査は必要
な人のみ実施）

乳がん検診

受診日現在
40歳以上の和暦で偶数年生
まれの人

（２年度に１回）

昨年度受診していない場合
は奇数年生まれでも受診で
きます。

問診・視触診・
マンモグラフィ検
査（40歳 代 は２
方向、50歳以上
は１方向撮影）

10月24日（火）
〈40歳代〉
　午前９時30分　　

〈50歳以上〉
　午前10時・10時30分・11時

※ 次の人は村の集団検診は受けられませ
ん。主治医に相談の上、医療機関で受
診してください。

・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　
・授乳中の人
・心臓ペースメーカーを装着している人　
・豊胸術をしている人
・立ったままの姿勢を保てない人
・腕を上にあげられない人　
・ VP シャントを挿入している人　　　　　
・乳腺の治療中、経過観察中の人

子宮頸がん検診

受診日現在、20歳以上の和
暦で偶数年生まれの人

（２年度に１回）

昨年度受診していない場合
は奇数年生まれでも受診で
きます。

問診・視診・内診・
子宮頸部細胞診

（子宮体部細胞診
は実施しません）

10月24日（火） 
当日受付：午後１時30分～３時

※定員になり次第締め切ります。

お電話お待ち
しています！

を受け付けます　　 すべての検
診が

	無料！
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　　　　　●個別検診（指定医療機関で実施）
検診項目 対象者 内容 指定医療機関

大腸がん検診

集団検診と同じ

問診
便潜血検査

村国保診療所
（保健センター内・千早診療所）　
植田診療所

乳がん検診

いぬいクリニック－問診・視触診・マンモグラフィ検査
　（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

 富田林病院－問診・マンモグラフィ検査
　（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

子宮頸がん検診
問診・視診・内診・
子宮頸部細胞診

（子宮体部細胞診は必要
な人のみ実施可能）

富田林病院
あやレディースクリニック
斉藤ウィメンズクリニック
澤井産婦人科
たけい産婦人科

５がんセット検診
（胃・大腸・肺・乳・

子宮頸部）

〈胃〉
問診・X 線デジタル撮影

〈肺〉
問診・X 線デジタル撮影

（喀痰検査は必要な人のみ）
〈乳〉
集団検診の内容と同じ

〈大腸・子宮〉
上記と同じ

がん循環器病予防センター
（大阪市城東区森之宮）

肝炎ウイルス検診

① 年度内に40歳になる人
② 年度内に41歳以上で過去

に受けたことがない人
③ 年度内に41歳以上で特定

健診などで肝機能検査に
異常がある人

４月末に送付した案内・受
診券・問診票を持っている
人は申込不要です。

血液検査
Ｂ型肝炎ウイルス検査
Ｃ型肝炎ウイルス検査

村国保診療所
（保健センター内・千早診療所）
植田診療所

成人歯科健康診査
４月１日現在
40歳・50歳・60歳・70歳
の人

問診
口腔内診査
結果説明

富田林歯科医師会管内の医療機関

※個別検診の実施期間は３月30日まで。

●申し込み（集団・個別いずれの検診も）
　　電話または窓口にて申し込みを受け付けします。
　　申し込みされた人には予約票など詳しい案内を送付します。
　　介助の必要な人は事前に相談ください。

※�５種類のがん検診を
１日で受診できます。

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（健康）☎�0069（直通）・☎�0081（代表）
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保

険

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

送
付
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
は
、
10
月
31
日（
火
）が
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
簡
易
書
留
で
10

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
や
内
容
に

間
違
い
が
あ
る
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※�

旧
証
の
返
却
は
不
要
で
す
。
各
自
で
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

受
診
し
ま
し
た
か
？

特
定
健
診
・
健
康
診
査

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
～
74

歳
の
人
を
対
象
に
、
特
定
健
診
の
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
に
は
、
大
阪
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
よ
り
健
康
診
査

の
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

受
診
料
は
無
料
で
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な

い
人
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
自
身
の
生

活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
や
、
総
合
的
な
健

康
状
態
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
積
極
的
に

利
用
し
て
健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
の
際
は
、
医
療
機
関
に
事
前
に
電
話

な
ど
で
確
認
し
て
、
被
保
険
者
証
と
受
診
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
を
紛
失
し
た
人
は
、
再
発
行
で
き

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

医
療
費
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

医
療
費
負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
医
療
費
の

通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
通
知
の
内
容　

受
診
年
月
・
医
療
機

関
名
・
診
療
区
分
・
受
診
日
数
・
医
療
費
の

総
額
な
ど

医
療
費
通
知
の
送
付
時
期

・
村
国
民
健
康
保
険　

年
６
回（
奇
数
月
）

・
後
期
高
齢
者
医
療　

年
３
回（
５
・
８
・
12
月
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬

品
）を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

先
発
医
薬
品
（
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た

新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る

医
薬
品
で
、
先
発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分

を
同
量
含
ん
で
お
り
、
同
等
の
効
き
目
が
あ

る
と
国
に
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

　

先
発
医
薬
品
に
比
べ
る
と
開
発
に
か
か
る

費
用
が
少
な
い
た
め
、
薬
の
価
格
が
安
く
な

り
、
自
己
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
に
は

ま
ず
は
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

短
期
間
だ
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
る
「
お
試
し
調
剤
」
か
ら
始
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
切
り
替
え
時
の
ご
注
意

・�

先
発
医
薬
品
と
色
や
大
き
さ
、
形
な
ど
が

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

変
更
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・�

薬
局
に
よ
っ
て
は
取
り
扱
っ
て
い
な
い

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
も
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場� ……☎�0081
小吹台連絡所� ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド�
� ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館� ……☎�1588
B&G海洋センター�……☎�7183
学校給食センター�……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署� ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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年

金

年
金
な
ん
で
も
相
談

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
に
応

じ
る
「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

厚
生
年
金
被
保
険
者
証
や
年
金
手
帳
な

ど
、
記
号
番
号
や
加
入
脱
退
の
年
月
日
、
ま

た
は
過
去
の
履
歴
な
ど
が
分
か
る
も
の
を
持

参
す
れ
ば
、
よ
り
具
体
的
な
説
明
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
年
金
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
19
日（
木
）

・�

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
健
康
相
談
室
）

・�

午
後
１
時
～
３
時

　
（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
多
目
的
室
１
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
民
年
金
）

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る

と
割
引
が
あ
り
ま
す

　

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
の
月
々
の
保
険
料
は
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。

　

今
年
度
の
下
半
期
分
（
10
月
か
ら
平
成
30

年
３
月
分
ま
で
）
の
保
険
料
を
10
月
31
日

（
火
）ま
で
に
前
納
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引

き
さ
れ
ま
す
。

　

下
半
期
分
の
保
険
料
を
前
納
で
納
め
る
場

合
は
、
前
納
用
の
納
付
書
で
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
納
用
の
納
付
書
が
な
い
と
き
は
、
年
金

事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

福
祉
医
療

障
が
い
者
医
療
証
・
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
証
の
更
新
手
続
き
を

　

現
在
交
付
し
て
い
る「
障
が
い
者
医
療
証（
オ

レ
ン
ジ
色
）」、「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
（
桃

色
）」
の
有
効
期
限
は
、10
月
31
日（
火
）で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
更
新
手
続
き
の
場
所
や
必

要
な
も
の
を
記
載
し
た
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
は
、
10
月
31
日（
火
）に
住
民

課
福
祉
医
療
窓
口
ま
た
は
小
吹
台
連
絡
所
で

行
い
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
11
月
１
日
か
ら
医

療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

所
得
制
限
に
よ
り
更
新
で
き
な
い
場
合

や
、
新
た
に
受
給
資
格
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
障
が
い
者
医
療
費
助
成
対
象
者

　

65
歳
未
満
で
①
～
③
の
人

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

　

②
重
度
知
的
障
害
者

　

③�

中
度
知
的
障
害
者
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象
者

　

①�

18
歳
未
満
の
児
童
及
び
18
歳
に
達
し
た

日
か
ら
そ
の
日
以
降
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

　

②
①
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は
母

　

③�

父
母
の
い
な
い
①
の
児
童
を
養
育
す
る

養
育
者

　

申
請
に
必
要
な
も
の
や
助
成
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
福
祉
医
療
）

税

村
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

口
座
振
替
が
利
用
で
き
る
の
は
、
村
・
府

民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
の
納
付
で
す
。

　

各
税
金
の
納
期
限
に
自
動
で
引
き
落
と
し

を
す
る
た
め
、
金
融
機
関
に
行
く
必
要
が
な

く
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
便
利
な
口

座
振
替
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
金
融
機
関
等
に
て

取
り
扱
い
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

通
帳
、
通
帳
届

出
印
、納
税
通
知
書
、口
座
振
替
依
頼
書
（
役

場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
希
望
の
場
合
は
お

電
話
く
だ
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。）

○
取
扱
金
融
機
関　

三
井
住
友・三
菱
東
京
Ｕ

Ｆ
Ｊ
・近
畿
大
阪・り
そ
な
の
各
銀
行
、大
阪
南

農
業
協
同
組
合
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

※�

納
期
ご
と
に
振
り
替
え
る
「
期
別
」
と
全

期
分
を
一
括
で
振
り
替
え
る「
全
期
前
納
」

が
選
べ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

毎月納付の納付額
（６か月分）

前納した場合の納付額
（６か月分）

定額保険料 9 8 , 9 4 0 円 9 8 , 1 4 0 円
（割引額）8 0 0 円

４分の３納付
（４分の１免除） 7 4 , 2 2 0 円 7 3 , 6 2 0 円

（割引額）6 0 0 円

半額納付
（半額免除） 4 9 , 5 0 0 円 4 9 , 1 0 0 円

（割引額）4 0 0 円

４分の１納付
（４分の３免除） 2 4 , 7 2 0 円 2 4 , 5 2 0 円

（割引額）2 0 0 円

平
成
29
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
７
期
（
10
月
分
）
の
納
期
限
は
、
10
月
31
日（
火
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
10
月
25
日（
水
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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村
・
府
民
税
３
期
分
の
納
税
は

10
月
31
日
ま
で
に

　

税
金
は
納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
・
府
民
税
１
・
２
期
分
、
固
定

資
産
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
未
納
が
あ
る

場
合
は
、
あ
わ
せ
て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

つ
い
て
、
オ
ー
ル
大
阪
に
よ
る
啓
発
活
動
を

進
め
ま
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見

健

康

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対
象　

65
歳
以
上
の
人
、
も
し
く
は
60
歳
～

64
歳
で
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
障
が
い

の
あ
る
人
の
う
ち
、
接
種
を
希
望
す
る
人

期
間　

10
月
１
日（
日
）～
平
成
30
年
１
月
31

日（
水
）

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
千
早
赤
阪
村
・
富

田
林
市
・
河
南
町
・
太
子
町
・
大
阪
狭
山
市
）

※�

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
は
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

費
用　

１
千
円（
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。）

備
考　

・�

対
象
者
への
個
別
通
知
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

・�

事
前
に
予
約
な
ど
医
療
機
関
へ
確
認
く
だ
さ
い
。

・�

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
が
免
除
さ
れ

ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
福
祉
課
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

・�

指
定
医
療
機
関
以
外
の
施
設
に
入
所
中
ま
た

は
病
院
に
入
院
中
の
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

任
意
接
種
（
予
防
接
種
法
の
対

象
外
で
接
種
義
務
の
な
い
予
防

接
種
）
の
費
用
助
成

●
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
村
独
自

に
助
成
し
て
い
ま
す

　

村
で
は
定
期
接
種
対
象
外
の
０
歳
～
小
学

６
年
生
の
小
児
を
対
象
に
、
任
意
接
種
の
費

用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
接
種
は
３
回
で
、

１
回
あ
た
り
の
助
成
額
は
上
限
５
千
円
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
29
年
９
月
ま
で
の
期
間

限
定
で
し
た
が
、
今
後
も
継
続
し
て
費
用
助

成
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康

福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

あ
そ
び
の
教
室（
き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ
）

参
加
者
募
集

　

１
歳
６
か
月
か
ら
２
歳
代
ま
で
の
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
、
親
子
で
一
緒
に
遊
ぶ
教
室

で
す
。
こ
の
時
期
は
、
少
し
ず
つ
集
団
に
慣

れ
て
人
と
の
関
わ
り
方
を
覚
え
て
い
く
大
事

な
時
期
で
す
。
身
体
を
使
っ
て
親
子
で
い
っ

ぱ
い
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
２
日（
木
）・
11
月
９
日（
木
）・

11
月
16
日（
木
）・
11
月
30
日（
木
）・
12
月
7

日（
木
）・
12
月
14
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

対
象

　

①�

初
め
て
参
加
す
る
人
・
１
歳
６
か
月
か

ら
２
歳
代
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　

②�

２
回
目
以
降
の
人
・
３
歳
以
上
の
人
は

調
整
会
議
で
決
定
し
ま
す
。

定
員　

15
組
程
度
（
送
迎
や
き
ょ
う
だ
い
の

同
伴
は
相
談
く
だ
さ
い
）

費
用　

無
料

受
付　

10
月
20
日（
金
）ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
～
め

ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」
参
加
者
募
集

　

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生
活

の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
で
す
。

か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
の
実
施
は
左
記
の
通
り
で
す
。

●
栄
養
・
運
動
の
お
さ
ら
い

「
健
康
で
生
涯
を
は
つ
ら
つ
と
過
ご
そ
う
！
」

栄
養
講
義

・�

自
宅
で
で
き
る
栄
養
の
コ
ツ

運
動
実
技

・�

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
そ
の
予
防

日
時　

10
月
６
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

村
内
在
住
で
64
歳
以
下
の
男
女

定
員　

15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

費
用　
初
回
３
０
０
円
、２
回
目
以
降
１
５
０
円

申
込
方
法　

健
康
福
祉
課
に
電
話
、
ま
た
は

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
１
コ
ー
ス
７
回
の
講
座
で
す
が
、
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※�

コ
ー
ス
内
容
は
広
報
６
月
号
と
千
早
赤
阪

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）
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食
欲
の
秋
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
意
味
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

夏
は
暑
く
食
欲
が
落
ち
ま
す
が
、
涼
し

く
な
る
秋
に
は
自
然
と
食
欲
が
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
て
旬
の
食
材
が
た
く
さ

ん
収
穫
さ
れ
る
季
節
で
も
あ
り
、
ま
た
、

日
照
時
間
が
だ
ん
だ
ん
と
短
く
な
っ
て
食

欲
等
を
調
整
す
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
セ
ロ

ト
ニ
ン
が
減
少
す
る
こ
と
も
原
因
の
ひ
と

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
欲
旺
盛
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
食
べ

過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
点
を
紹
介

し
ま
す
。

・
野
菜
か
ら
食
べ
る
。

　

野
菜
や
海
草
に
は
食
物
繊
維
が
含
ま
れ

て
い
て
、
消
化
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

し
ば
ら
く
お
腹
の
中
に
停
留
し
て
い
る
た

め
、
満
腹
感
を
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
事
す
る
。

　

よ
く
噛
む
こ
と
で
、
脳
の
満
腹
中
枢
と

い
う
と
こ
ろ
に
信
号
が
送
ら
れ
、
食
欲
が

抑
え
ら
れ
ま
す
。
急
い
で
食
べ
る
の
を
防

止
す
る
に
は　

口
の
中
に
食
べ
物
が
入
っ

て
い
る
と
き
に
次
の
食
べ
物
を
入
れ
な
い

よ
う
に
、
ひ
と
口
食
べ
る
度
に
お
箸
を
置

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
体
を
動
か
し
て
消
費
カ
ロ
リ
ー
を

増
や
す
こ
と
で
す
。

　

食
事
で
摂
り
す
ぎ
た
カ
ロ
リ
ー
が
消
費

カ
ロ
リ
ー
よ
り
多
い
と
、脂
肪
と
な
っ
て
、

体
内
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
が
、
摂
り
す
ぎ
た

分
の
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
す
る
と
太
り
ま
せ

ん
。
日
常
生
活
で
い
つ
も
よ
り
多
め
に
動

い
て
余
分
な
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
す
る
こ
と
で
※
基
礎
代
謝
量
が
増
え
て

太
り
に
く
い
体
に
な
り
ま
す
。

　

食
べ
過
ぎ
に
気
を
付
け
な
が
ら
快
適
な

食
欲
の
秋
を
過
ご
し
て
下
さ
い
。

※�

基
礎
代
謝
量
…
運
動
せ
ず
に
安
静
に
し

た
状
態
で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

を
い
う
。
た
だ
し
、
年
齢
と
と
も
に
低

下
す
る
。

　
（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

　
「
遺
伝
」
と
い
う
言
葉
に
皆
さ
ん
は
ど

う
い
っ
た
印
象
を
持
た
れ
ま
す
か
。能
力
、

体
質
、
姿
か
た
ち
な
ど
、
私
た
ち
は
様
々

な
要
素
を
親
か
ら
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
こ
と
で
も
「
う
ち
は
太
り

や
す
い
家
系
」「
親
は
糖
尿
病
で
自
分
も

糖
尿
病
」
と
い
っ
た
話
は
よ
く
聞
き
ま
す

ね
。
そ
れ
ら
の
病
気
や
体
質
に
関
係
す
る

遺
伝
子
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
例
え

ば
、
一
般
的
に
倹
約
遺
伝
子
と
呼
ば
れ
る

遺
伝
子
は
、
そ
の
名
の
通
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
節
約
す
る
機
能
を
持
ち
ま
す
。
飢
餓
の

時
代
に
は
生
存
に
有
利
で
し
た
が
、
逆
に

飽
食
の
現
代
で
は
肥
満
や
糖
尿
病
を
招
き

ま
す
。
遺
伝
子
の
環
境
に
適
応
し
て
い
く

ス
ピ
ー
ド
が
、
環
境
の
変
化
に
追
い
つ
い

て
い
な
い
の
で
す
。
極
端
に
言
え
ば
、
飢

餓
と
肉
体
労
働
の
中
で
生
き
て
き
た
昔
の

人
た
ち
の
身
体
で
も
っ
て
私
た
ち
は
現
代

の
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
食
べ
な
く
て
も

太
る
な
ん
て
人
は
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
身

体
が
き
し
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
私
た
ち

は
決
し
て
遺
伝
子
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
遺
伝
だ

か
ら
」
の
後
に
「
仕
方
が
な
い
」
と
続
け

る
の
で
は
な
く「
気
を
つ
け
よ
う
」と
言
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
血
圧
が
、
糖
尿
が
、
と

言
っ
て
悩
ん
だ
り
し
ん
ど
そ
う
に
し
て
い

る
親
の
姿
は
自
分
へ
の
警
告
で
す
。
同
じ

よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
ら
同
じ
よ
う

に
病
気
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で

何
か
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、

未
来
も
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
は
誰
に
対
し
て
も
増

し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
へ
至
る
レ
ー

ル
は
、
社
会
に
よ
っ
て
す
で
に
敷
か
れ
て

い
る
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
レ
ー
ル
を
警
告
も
受
け
ず
走
る

か
、
少
し
傾
斜
は
増
す
も
の
の
警
告
を
身

近
に
受
け
つ
つ
走
る
か
。
結
果
、
警
告
を

受
け
な
い
で
何
も
気
を
つ
け
ず
に
い
た
人

よ
り
健
康
で
い
続
け
る
こ
と
だ
っ
て
十
分

可
能
な
の
で
す
。

　

健
康
で
長
生
き
し
た
い
。
誰
も
が
願
う

こ
と
で
す
が
、「
遺
伝
」
と
い
う
事
実
の

捉
え
方
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
諦
め
で
は

な
く
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
捉
え
て
、
い
ま

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

気
象
・
住
居
な
ど
の
環
境
に
よ
っ
て
、
音
声
が
反
響
し
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
、
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
録
音
さ
れ
た
内
容
は
、
一
定
時
間
で
消
去
さ
れ
ま
す
。

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』

☎
�
１
３
８
８

【
食
欲
の
秋
に
適
し
た
食
事
方
法
】

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター

遺
伝
・
体
質
と
生
活
習
慣
病

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

医
師　

川
妻　

史
明
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就
学
前
の
健
康
診
断

　

来
春
、小
学
校
に
入
学
予
定
の
人
を
対
象
に
、

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
の
で
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
の
人
に
は
別
途
案
内

を
送
付
し
ま
す
の
で
、必
ず
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
９
日（
木
）午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所　

赤
阪
小
学
校

　
　
　

千
早
小
吹
台
小
学
校

対
象
者　

平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課

村
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

10
月
２
日（
月
）か
ら
、
下
表
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。

①
『
診
療
時
間
』
を
『
受
付
時
間
』
に
変
更

し
ま
す
（
受
付
時
間
内
に
来
院
く
だ
さ
い
）。

②
訪
問
診
療
を
開
始
し
ま
す
。
訪
問
診
療
を

希
望
す
る
人
は
、事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
診
療
所
は
、『
水
曜
日
の

午
後
の
診
療
を
訪
問
診
療
』
に
変
更
し
、『
夜

間
診
療
午
後
５
時
～
６
時
30
分
』
を
開
始
し

ま
す
。

④
国
民
健
康
保
険
千
早
診
療
所
は
、『
診
療

時
間
午
後
２
時
～
４
時
』
を
『
受
付
時
間
午

後
１
時
～
２
時
30
分
』
に
変
更
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
・

　

村
国
民
健
康
保
険
千
早
診
療
所

薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

10
～
11
月
は
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用

防
止
運
動
月
間
で
す
。

　

最
近
、
青
少
年
の
間
で
、
大
麻
や
危
険
ド

ラ
ッ
グ
な
ど
の
薬
物
の
乱
用
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
乱
用
さ
れ
る
薬
物
の
心
身
へ

の
弊
害
は
大
き
く
、
時
に
は
死
亡
に
い
た
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い

社
会
を
つ
く
り
、
青
少
年
を
薬
物
乱
用
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

催

し

村
民
大
学
英
会
話
講
座（
後
期
）

受
講
生
募
集

　

生
涯
学
習
の一環
と
し
て
、小
学
生
か
ら
受
講

可
能
な「
初
級
」お
よ
び
高
校
生
か
ら
受
講
可

能
な「
中
級
」の
英
会
話
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

開
講
日

「
初
級
」　

11
月
７
日
、12
月
５
日
、平
成
30
年
１

月
９
日
、２
月
6
日
、３
月
６
日（
全
て
火
曜
日
）

「
中
級
」　

11
月
7
日
、21
日
、12
月
５
日
、19
日
、

平
成
30
年
１
月
９
日
、23
日
、２
月
６
日
、20
日
、３

月
６
日
、20
日（
全
て
火
曜
日
）

時
間　
「
初
級
」　

午
後
６
時
～
６
時
45
分

　
　
　
「
中
級
」　

午
後
７
時
～
８
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
視
聴
覚
室

対
象　

全
員
（
村
内
在
住
・
在
勤
者
優
先
）

内
容　

日
常
会
話
を
学
び
ま
す
。
英
語
は
書

け
る
け
ど
話
せ
な
い
人
、
昔
の
勘
を
取
り
戻

し
た
い
人
、
大
歓
迎
！

費
用　

村
内
在
住
・
在
勤
者
１
回
３
０
０
円
、

そ
の
他
１
回
４
０
０
円
（
当
日
い
た
だ
き
ま
す
）

定
員

「
初
級
」
10
名　
　
「
中
級
」
20
名

（
村
内
在
住
・
在
勤
者
優
先
、
受
講
希
望
者

多
数
の
場
合
抽
選
）

　

初
級
、中
級
と
も
に
11
月
か
ら
平
成
30
年

３
月
ま
で
通
し
て
の
受
講
と
な
り
ま
す
。な

お
受
講
希
望
者
が
、「
初
級
」は
５
名
未
満
、「
中

級
」は
10
名
未
満
の
場
合
、開
講
し
ま
せ
ん
。

講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ａｓｓ
ｉｓ
ｔａｎ
ｔ　

Ｌａｎｇ

ｕａｇ
ｅ　

Ｔｅａｃ
ｈｅｒ
）と
し
て
、村
立
幼
稚

園
、小
学
校
、中
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
ガ
ー

ナ
共
和
国
出
身
の
ノ
ア
・
エ
ン
ク
ル
マ
・
ア
ダ

サ
先
生

応
募
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口
に
て
受

け
付
け
。
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
伺
い
ま
す
。

募
集
期
間　

村
内
在
住
・
在
勤
者
10
月
２
日

（
月
）～
31
日（
火
）、
そ
の
他
10
月
10
日（
火
）

～
31
日（
火
）、
ど
ち
ら
も
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
11
月
１

日（
水
）以
降
に
当
落
通
知
を
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

　

�
１
４
０
０

現　　行 変　更　後

診療時間 月 火 水 木 金 受付時間 月 火 水 木 金

国 民 健 康
保 険 診 療 所

９：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ９：00～11：30 ○ ○ ○ ○ ○

14：00～16：30 ○ ○ ○
14：00～16：30 ○ 訪問診療 ○

17：00～18：30 ○

国民健康保険
千 早 診 療 所 14：00～16：00 ○ ○ 13：00～14：30 ○ ○

〈問い合わせ〉村国民健康保険診療所（保健センター内）☎�0038　　村国民健康保険千早診療所　☎�0240
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行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　

10
月
16
日（
月
）か
ら
22
日（
日
）ま
で
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員
が
、
次

の
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
、
国
・
府
・
市
町
村
の
仕
事
な
ど

で
、「
困
っ
た
」「
納
得
で
き
な
い
」「
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
い
」
な
ど
の
相
談
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
５
日（
木
）
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

行
政
相
談
委
員　

葛
本　

徹
雄
氏

　

ま
た
、大
阪
市
や
堺
市
で「
相
続・登
記・税

金・年
金・住
宅
な
ど
行
政
な
ん
で
も
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。当
日
は
、各
機
関
か
ら
専
門

の
担
当
者
が
出
席
し
、無
料
、先
着
順
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
大
阪
合
同
行
政
相
談
所

日
時　

10
月
17
日（
火
）
午
前
10
時
～
午
後

５
時

場
所　

な
ん
ば
ウ
ォ
ー
ク
ク
ジ
ラ
パ
ー
ク

○
堺
合
同
行
政
相
談
所

日
時　

10
月
18
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

泉
北
パン
ジ
ョ
５
階
パン
ジ
ョ
ホ
ー
ル

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・�

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
総
務
部　

行
政
相

談
課　

☎
06（
６
９
４
１
）８
３
５
８

・
総
務
課

第
11
回
フ
ェ
ス
タ
人
権
in
錦
織

　

第
69
回
人
権
週
間
に
お
け
る
人
権
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

と
高
揚
を
図
る
た
め
、
富
田
林
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
「
第
11
回
フ
ェ
ス
タ
人
権
in

錦
織
」
を
開
催
し
ま
す
。

★
先
着
４
０
０
名
に
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

★
抽
選
会
（
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。）

日
時　

10
月
22
日（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

１
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

大
阪
府
営
錦
織
公
園
や
ん
ち
ゃ
の
里

受
付　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

公
園
入
口
３
か
所
に
て

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
富
田
林
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

☎
㉓
４
４
３
０

・
大
阪
法
務
局
富
田
林
支
局

　

☎
㉓
２
７
２
７

・
住
民
課
（
人
権
）

南
河
内
男
女
共
同
参
画
社
会
研

究
会
講
演
会

　

南
河
内
３
町
村
合
同
に
よ
る
男
女
共
同
参

画
社
会
研
究
会
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
15
日（
水
）
午
後
２
時
～
３
時

30
分
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　

千
早
赤
阪
村
く
す
の
き
ホ
ー
ル

題
目　
「
老
若
男
女
が
輝
く
ま
ち　

わ
た
し

も
あ
な
た
も
イ
キ
イ
キ
人
生
」（
ピ
ア
ノ
＆

お
笑
い
ト
ー
ク
）

講
師　

ア
マ
デ
ウ
ス
大お
お
に
し西

さ
ん　

ア
マ
デ
ウ

ス
音
楽
学
院
付
属
笑
学
校　

校
長
、
元
高
校

教
諭

定
員　

先
着
３
０
０
名

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

ハロウィンジャンボ宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよいまちづくりに
使われます。	　※売切れ次第発売終了！

発売期間：10月11日（水）
～10月31日（火）
（公財）大阪府市町村振興協会

☎06(6941)7441

ハロウィンジャンボ
宝くじ発売します�

1枚300円
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農

業

農
業
に
関
す
る
相
談
は
農
業
委

員
会
へ

　

農
業
委
員
会
は
、「
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
市
町
村
に
設
置
さ

れ
て
い
る
行
政
委
員
会
で
、
農
地
の
売
買
や

賃
借
な
ど
の
権
利
の
移
転
や
農
地
転
用
に
伴

う
農
地
法
な
ど
の
許
認
可
業
務
以
外
に
も
農

地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
つ
い
て

取
り
組
む
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
関
す
る
各
種
相
談
は
、
担
当
地
区

の
農
業
委
員
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

農
業
委
員
会
事
務
局
（
観
光
・
産
業
振
興

課
内
）

子

育

て

10
月
は
児
童
手
当
の
支
払
い
月
で
す

　

６
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を

10
月
10
日（
火
）に
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
し

て
い
る
人
は
、
口
座
へ
の
入
金
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

児
童
手
当
な
ど
の
支
給
月
額

・
０
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）

　

１
万
５
千
円

・
３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

１
万
円
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

・
中
学
生
（
一
律
）

　

１
万
円

・
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人

　

�

特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き
一
律

５
千
円

※�

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒
業
ま
で

（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
養
育
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、

３
番
目
以
降
を
い
い
ま
す
。

注
意
事
項
　
住
所
、
児
童
数
な
ど
の
変
更
、

受
給
者
が
退
職
や
転
職
を
し
た
場
合
や
世
帯

で
の
生
計
中
心
者
が
変
更（
離
婚
・
婚
姻
・
所

得
の
増
減
な
ど
）に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず

届
け
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返

還
金
の
支
払
い
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

役　　　職 氏　名 担　当　地　区

農業委員　会長 仲野　清秀 全地区

農業委員　会長職務代理者 川邊　　淸 水分・川野辺

農業委員 岡本　善三 森屋

農業委員 新谷　佳三 二河原辺・桐山

農業委員 植野　茂男 森屋

農業委員 山本　清一 水分・川野辺

農業委員 大橋　敏明 上東阪・下東阪・千早

農業委員 大向　義章 吉年・小吹・中津原

農業委員 西野　敏彦 二河原辺・桐山

農業委員 上原　裕美 全地区

農業委員 谷　　利之 吉年・中津原・小吹

農業委員 大橋　　隆 上東阪・下東阪・千早

農業委員 清原　康夫 水分・川野辺

農業委員 堀井　健造 吉年・中津原・小吹

農地利用最適化推進委員 清水　正幸 千早・上東阪・下東阪・吉年・
中津原・小吹

農地利用最適化推進委員 東條　一幸 森屋・川野辺

農地利用最適化推進委員 東　　清美 水分・二河原辺・桐山
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地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈10月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

３ 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）
５ 木 ★ 午前10時～10時30分 地域子育て支援センター おさんぽバック作り

12 木 ★ 午前11時30分～正午 地域子育て支援センター
（ai げんき保育室）

お試しランチ　　費用　１人200円
持ち物　エプロン（必要な方）
（予約は６日（金）までに）

17 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）
18 水 ★ 午前10時30分～11時 地域子育て支援センター 英語あそび・発育測定

19 木 ★ 午前９時30分～
午後12時30分 石川河川公園

バスでおでかけ（雨天中止）
費用　バス代200円
持ち物　レジャーシート、水筒、おにぎり
服装　帽子、動きやすい服、履きなれた靴
（予約は13日（金）までに）

24 火 ★ 午前10時～11時
地域子育て支援センター

キッズヨガ
対象　３歳児までの子どもとその保護者
費用　親子１組500円

25 水 ★ 午前10時～10時30分 げんき親子体操
31 火 ★ 午前10時～11時 ハロウィンあそび
☆今月の一押し　�　キッズヨガ　　講師を招いて、3歳児までを対象とした親子キッズヨガを行います！
　　　　　�　心も体もリフレッシュしませんか？

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、
親子でのびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。
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千
早
赤
阪
村

　
　
　
人
事
異
動

■日時　11月19日（日）午後１時　受け付け　※雨天中止（小雨決行）
■場所　くすのきホール
■種目　ウォーキング
　①5.3㎞コース（ くすのきホール→赤阪小学校→川野辺集会所付近→水分神社→奉建塔

→二河原辺集会所付近→給食センター→桐山集会所付近→分校跡地→
くすのきホール）

　②3.0㎞コース（ くすのきホール→奉建塔→二河原辺集会所付近→給食センター→桐山
集会所付近→分校跡地→くすのきホール）

■主催　千早赤阪村体育協会　　
■後援　千早赤阪村・千早赤阪村教育委員会
■協力　千早赤阪村スポーツ推進委員協議会
■申込み締め切り　 10月31日（火）午後５時まで　くすのきホール、海洋センター、小吹

台連絡所にて受け付け
■当日参加について　当日の申し込みは受け付けますが参加賞は
　　　　　　　　　　ありません。
※気軽にウォーキングを体験してください。
　午後１時～ 　　受け付け
　午後１時30分～　開会式、準備運動
　午後２時～ 　　ウォーキング開始
�〈問い合わせ〉教育課　☎ �1300

◆�

７
月
20
日
付
け
で
環
境
条
例
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
ま
し
た
。
人
事

発
令
は
次
の
と
お
り
で
す
。（　

）
は

所
属
。

○ 

環
境
条
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー

　

清
水　

秀
都
（
副
村
長
）

○ 

環
境
条
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー

　

上
島　

豊
（
理
事
兼
地
域
戦
略
室
長
）

○ 

環
境
条
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー

　

池
西　

昌
夫
（
住
民
課
長
）

○
環
境
条
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　

矢
部　

高
啓
（
住
民
課
係
長
）

○
環
境
条
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　

�

酒
見　

和
宏（
観
光・産
業
振
興
課
係
長
）

○
環
境
条
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　

塩
見　

憲
一
（
施
設
整
備
課
技
師
）

◆�

９
月
19
日
付
け
人
事
異
動
は
次
の
と
お

り
で
す
。（　

）
は
前
職
。

【
課
長
】

○
健
康
福
祉
課
長

　

尾
谷　

浩
（
健
康
福
祉
課
課
長
代
理
）

【
課
長
代
理
】

○
健
康
福
祉
課
課
長
代
理

　

�

酒
見　

健
司（
人
事
財
政
課
課
長
代
理
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
人
事
財
政
課
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そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集

　

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
活
動
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
主
財
源
（
会
費
）
の

確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

温
か
い
心
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
活

動
を
支
え
ま
す
。

○
賛
助
会
員
（
個
人
）

　

一
口　

５
０
０
円

○
特
別
賛
助
会
員
（
個
人
・
事
業
所
な
ど
）

　

一
口　

３
千
円

○ 

組
織
構
成
会
員
（
社
協
の
運
営
に
参
加
す

る
団
体
）

　

一
口　

５
千
円

ご
賛
同
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
同
募
金
に
ご
協
力
を
！！

　
「
赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ
て
い
る
国
民

助
け
あ
い
の
共
同
募
金
運
動
が
、
10
月
１
日

か
ら
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、
社
会
福
祉
法
で
「
地
域
福

祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
募
金
運
動
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
都
道
府
県
ご
と
に

募
金
運
動
を
展
開
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
行

う
団
体
な
ど
の
支
援
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
貴
重
な
募
金
は
、
大
阪
府
共
同

募
金
会
配
分
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
配
分
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
�
０
２
９
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や
経
験
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事

を
日
々
頑
張
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。�

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設
管
理
・

清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や
家
事
援
助
な
ど

が
で
き
る
人
は
、ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
千
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　
（
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

千
早
赤
阪
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

事
務
局　

☎
�
０
２
９
４

楠
公
史
跡
保
存
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

史
跡
探
訪
「
上
赤
坂
城
跡
と
野

草
塩
づ
く
り
」

　

上
赤
坂
城
跡
を
散
策
し
た
後
、
ラ
フ
ォ
レ

ス
タ
で
野
草
塩
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

日
時　

10
月
14
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
小
雨
決
行
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～
50
分

集
合
場
所　

村
立
郷
土
資
料
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

大
人　

１
５
０
０
円

　
　
　

小
人　

１
３
０
０
円（
入
館
料
含
む
）

持
ち
物　

弁
当
・
お
茶
・
雨
具
な
ど

行
程　

資
料
館
→
建
水
分
神
社
→
上
赤
坂
城

跡（
昼
食
）→
ラ
フ
ォ
レ
ス
タ（
野
草
塩
づ
く

り
）→
資
料
館

・
約
６
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

・
天
候
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
変
更
あ
り
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史

　

跡
保
存
会　

☎
�
１
５
８
８

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施
に

つ
い
て

実
施
期
間　

10
月
11
日（
水
）～
20
日（
金
）

重
点
項
目

⑴�　

子
ど
も
や
女
性
を
対
象
と
す
る
犯
罪
の

被
害
防
止

⑵　

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

⑶�　

自
動
車
関
連
犯
罪
お
よ
び
ひ
っ
た
く
り

の
被
害
防
止

ス
ロ
ー
ガ
ン

⑴　

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り

⑵　

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン�

　

ア 　

地
域
の
輪　

み
ん
な
で
守
ろ
う　

子

ど
も
の
未
来

　

イ 　

振
り
向
い
て　

み
ん
な
の
後
ろ
に　

迫
る
影

　

ウ 　

そ
れ
は
詐
欺
！　

Ａ
Ｔ
Ｍ
で　

還
付

金

　

エ 　
「
電
子
マ
ネ
ー
の
番
号
教
え
て
」
は

詐
欺

　

オ 　

カ
ギ
締
め
て　

荷
物
残
さ
ず　

か

ら
っ
ぽ
に

　

カ 　

き
い
つ
け
や
～　

あ
ん
た
の
こ
と
や

で　

そ
の
バ
ッ
グ

そ
の
他

・ 

10
月
14
日（
土
）
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗

難
防
止
ネ
ジ
無
料
取
付
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・ 

10
月
20
日（
金
）
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

集
中
的
な
取
り
組
み

　

詳
し
く
は
富
田
林
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.police.pref.osaka.jp/

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
警
察
署

　

☎
㉕
１
２
３
４
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な
く
そ
う
部
落
差
別
調
査
！

10
月
は
「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象

に
係
る
調
査
等
の
規
制
等
に
関
す

る
条
例
」
啓
発
推
進
月
間
で
す

　
「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係
る
調
査
等

の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」
は
、
部
落
差
別

事
象
の
発
生
を
防
止
し
、
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
た
め
、
部
落
差
別
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
の
あ
る
個
人
お
よ
び
土
地
に
関
す
る
事

項
の
調
査
、
報
告
な
ど
の
行
為
を
規
制
し
て

い
ま
す
。

「
差
別
に
つ
な
が
る
個
人
調
査
や
土
地
調
査

の
依
頼
は
し
な
い
�
」

「
依
頼
が
あ
っ
て
も
調
査
報
告
は
し
な
い
�
」

　

こ
の
条
例
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ

き
、
差
別
の
な
い
人
権
の
尊
重
さ
れ
た
社
会

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
戸
籍
・
住
民
票
は
、
原
則
と
し
て

本
人
以
外
は
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
が
職

務
目
的
で
入
手
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
委
任
状
の
偽
造
な
ど
に
よ
る
不
正
取
得

は
違
法
行
為
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
府
民
文
化
部
人
権

　

局
人
権
擁
護
課　

☎
06（
６
２
１
０
）９
２
８
２

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　

所
得
税
お
よ
び
相
続
税
、
ま
た
は
経
理
な

ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
付　

10
月
18
日（
水
）

　
　
　

11
月
17
日（
金
）

　
　
　

12
月
18
日（
月
）

時
間　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
（
１
人
30
分
程
度
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉
近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支

　

部
事
務
局　

☎
㉕
６
２
５
０

　
（
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

福
祉
施
設
の
お
仕
事・事
業
所
見
学
会

日
時　

10
月
18
日（
水
）
午
後
１
時
50
分

　
　
　
（
現
地
集
合
）

場
所　

株
式
会
社
ツ
ク
イ
大
阪
圏
（
ツ
ク
イ

富
田
林
中
野
）
富
田
林
市
中
野
町
１-

１
２
７

-

１
（
近
鉄
長
野
線
喜
志
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

定
員　

先
着
６
名

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
河
内
長
野　

☎
�
３
０
８
１（
41
＃
）

「
大
阪
府
最
低
賃
金
」改
正
の
お
知
ら
せ

時
間
額　

９
０
９
円（
９
月
30
日（
土
）発
効
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部

　

賃
金
課　

☎
06（
６
９
４
９
）６
５
０
２

正
し
く
使
お
う
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　

10
月
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
保
安
月
間
で
す
。

　

ご
家
庭
や
事
業
所
、
行
事
な
ど
で
利
用
さ

れ
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
正
し
く
扱
え

ば
安
全
で
大
変
便
利
な
も
の
で
す
が
、
取
扱

い
を
誤
る
と
一
酸
化
炭
素
中
毒
や
ガ
ス
漏
れ

な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
ガ
ス
器
具
を
使
う
と
き
は
換
気
を
す
る
。

・
点
火
す
る
と
き
は
必
ず
目
で
見
て
確
認
す
る
。

・
ガ
ス
栓
カ
バ
ー
や
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
を
使
用

し
誤
開
放
を
防
止
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
十
分
注
意
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
正
し
く
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本
部
予
防

　

課　

☎
㉓
１
１
２
４

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
を
管
理
し
て
い
る
人
は
、
保
守
点

検
、
清
掃
と
別
に
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
定

期
検
査
を
毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
浄
化
槽
が
適
正

に
管
理
さ
れ
、
適
切
な
水
質
の
放
流
水
を
流

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
検
査

で
、
大
阪
府
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
環
境
水
質
指
導
協
会

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
保
健
所
衛
生
課

　

☎
㉓
２
６
８
２

　

�

検
査
申
込
先　

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
環

境
水
質
指
導
協
会

　

☎
０
７
２（
２
５
７
）３
５
３
１

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
ご
注
意
！

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ
の
季

節
、
毎
年
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
は
、
激
し
い
下

痢
、
腹
痛
、
嘔
吐
等
の
消
化
器
症
状
や
し
び

れ
、め
ま
い
等
の
神
経
症
状
を
引
き
起
こ
し
、

命
に
か
か
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

確
実
に
食
用
と
判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ
は

絶
対
に
「
採
ら
な
い
！
食
べ
な
い
！
売
ら
な

い
！
人
に
あ
げ
な
い
！
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
保
健
所
衛
生
課

　

☎
㉓
２
６
８
２

条例啓発
シンボルマーク
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★相談や検査に関するプライバシーは守ります。★年末年始とは12月29日～１月３日を指します。
★詳しくは大阪府富田林保健所にお問い合わせください。

富田林税務署からのお知らせ
事業者のみなさまへ

　平成31年10月１日から、飲食料品等を対象に消費
税の「軽減税率制度」が実施されます。
　制度の概要について説明会を開催します。

※�どなたでも参加できますが、会場の収容人数を超
えた場合には、受付を終了する場合があります。

〈問い合わせ〉富田林税務署　法人課税第一部門
☎24－3281（代表）

※�　電話をかける際は、音声ガイダンスに沿って、
　「２」を選択してください。

消費税軽減税率制度
説明会を開催します

日　　　　時 場　　　　所
10月５日（木）

（１回目）
10時～

12時�

（２回目）
14時～

16時�

富田林市役所�４階�４０１会議室
（富田林市常盤町１－１）

10月17日（火） パープルホール�小ホール
（藤井寺市北岡１－２－３）

10月18日（水） キックス�３階�大会議室ＡＢ
（河内長野市昭栄町７－１）

10月20日（金） 大阪狭山市役所�３階�第１・２会議室
（大阪狭山市狭山１－2384－１）

11月22日（水） 羽曳野市役所�別館�３階�会議室
（羽曳野市誉田４－１－１）

11月28日（火） 15時～17時�
すばるホール　２階ホール
（富田林市桜ケ丘町２－８）

種　　類 実施日 受付時間 備　　　　　考

富
田
林
保
健
所
　
☎
㉓
２
６
８
１

こ こ ろ の 健 康 相 談 予約制 ９：30～12：15
13：00～17：00 電話でお問い合わせください。

エイズに関する相談 月～金�
（年末年始、祝日を除く）

９：30～12：15
13：00～17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】

第１・３水曜日
（年末年始、祝日を除く） 13：30～14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能�
エイズ抗体検査は無料です。梅毒血清反応検査、クラ
ミジア抗原検査は手数料が必要になる場合があります。

血 液 検 査�
【肝炎ウイルス検査】

予約制
第３水曜日

（年末年始、祝日を除く）
９：30～10：30 電話で予約必要。

血 液 検 査�
【 風しん抗体検査】

予約制
第１・３火曜日

（年末年始、祝日を除く）
10：00～11：00

（対象）◦妊娠を希望する女性
◦妊娠を希望する女性の配偶者
◦妊娠している女性の配偶者��

※�妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚の
場合は保護者同伴のこと。

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

予約制第１水曜日
（年末年始、祝日を除く） 11：00～12：15 ※詳しくは電話でお問い合わせください。

飲用水・井戸水検査
毎週月曜日

（ゴールデンウィーク・年末年始を
除く、月曜日が祝日の時は火曜日）

９：30～11：30 検査手数料が必要。電話で予約をお願いします。（予約先：藤井寺保健所�検査課☎072-952-6165）

腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（ゴールデンウィーク・年末年始を
除く、月曜日が祝日の時は火曜日）

９：30～11：30 検査手数料が必要。

医療機関に関する相談 月～金�
（年末年始、祝日を除く）

９：00～12：15�
13：00～17：30

例えば、「診療において充分な説明がなく不
安」「○○科のある病院を教えて欲しい」な
ど医療機関に関する相談を受けています。

富田林保健所からのお知らせ
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大阪880万人訓練
　９月５日、大阪府内で大阪880万人訓練が行われ、これに
合わせて、村立こごせ幼稚園でも地震を想定した避難訓練が
行われました。
　幼稚園では、防災無線が聞こえると、先生の指示で、子ど
もたちは頭を守り、校庭に避難整列し、点呼を行いました。
　幼稚園では、こうした訓練を通し、災害に備えています。

千早赤阪村海外派遣事業
～オーストラリア　クイーンズランド州　ブリスベンにて～
　村は８月１日から８月10日にかけて、オーストラリア　クイーンズランド州　ブリスベン市への村立中学
校生８人の海外派遣事業を実施しました。
　ブリスベン市は、人口約230万人で冬でも温暖な気候のオーストラリア第３の都市です。
　研修生８人がお世話になった学校は、４年目のお付き合いとなる、中高一貫校の州立センテナリー・ハイ
スクールです。
　同校では、現地教員による英会話研修、現地の教育内容をオールイングリッシュで学ぶ授業、パートナー
の生徒さんと英語でやりとりしながら取り組んだクラフトや調理の実習など、さまざまな英語での環境の中
で、充実した研修を積むことができました。
　宿泊先は、ホストファミリー宅。二人一組でホームステイも経験しました。生活環境や習慣についても、ホー
ムステイを通して学ぶ、生きた研修となりました。
　オーストラリアに到着したときは、不安げな表情でしたが、生活環境が理解でき、英会話が聞き取れるよ
うになり、会話の意味がわかってくると自信がついてきたのでしょう、帰国の時期が近づいてくると「もう
少しここで生活したいな」という言葉もありました。
　研修生たちが学んだ異国の地での生活、英会話や他国の授業、ホストファミリーやセンテナリー・ハイス
クールの生徒たちとのふれあいなどの豊かな経験が、中学校や高校以降での英語学習への励みやさらなる意
欲向上につながればと思います。���
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・近況は・・・
　看護学校で看護師になるための勉強をしてい
ます。
・趣味は・・・
　映画鑑賞やコンサートに行くことです。
・夢は・・・
　常に笑顔を忘れない看護師になりたいです。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　友達とバーベキューをしました。
　久しぶりに色々なお話しをできて楽しかった
です。
・思い出のアルバムから・・・
　

・千早赤阪村について・・・
　近くにコンビニもなく、交通の便もあまりよ
くないですが、緑がいっぱいで、空気が綺麗な
上に村の人は皆あたたかく優しいので私は大好
きです。
・次号は・・・
　小・中学校の同級生の北浦　大幹　さんです。
・北浦さんへメッセージを・・・
　また皆で集まりたいね！

小吹台　	塚　本　愛　薫	さん
＜19歳　しし座＞

AikaTsukamoto

折り紙作品展
　８月29日から31日までの間、小吹台地域会館で、小
吹台在住の南さんによる折り紙作品展が開催されまし
た。会場には、四季折々の風物をテーマにした、色彩
豊かな数々の折り紙作品が展示されました。
　また、折り紙会も行われ、地域の皆さんが南さんの
指導のもと、折り紙を楽しまれました。
�

小吹台　もとよし　ゆうし　くん
（　本　吉　優　知　）

　　　　　　　　　　　　　　平成27年８月17日生まれ

	 もとよし　あおい　くん
（　本　吉　　　藍　）

　　　　　　　　　　　　　　平成29年７月30日生まれ

のびのびすくすく育ってね。

　父・大介さん　母・菜つみさん

小さい頃からずっと一緒で姉妹のように
育ってきた、いとことの思い出の写真の
ひとつです。ユニバでスヌーピーと３
ショット。

311
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療曜日・時間が変わりました

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）　午前９時～11時30分
　午後診　（月）（水）（木）　午後２時～４時30分　　※（水）の午後診は訪問
　夜　診　（水）　　　　　午後５時～６時30分　　　診療のみです。
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火）（金）　午後１時～２時30分

休日・夜間の医療機関など
名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療
内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
　
診

1歳6か月児健康診査
10月11日㈬

午後1時
～1時10分

平成28年１月
～３月生

3歳6か月児健康診査 午後1時45分
～1時55分

平成26年１月
～３月生

2 歳 児 歯 科 健 診

10月20日㈮

午後1時
～1時15分

平成27年７月
～９月生

歯科フォロー健診

1歳6カ月・2歳フォロー
午後1時45分

～2時00分
1歳6か月･2歳 ･3歳
6か月児健診で虫歯
になりやすいと判
定された幼児

3歳6カ月フォロー
午後2時15分

～2時30分

広 

場
・
講 

習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

10月2日・16日・
23日・30日・
11月6日㈪
10月10日㈫

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

10月18日㈬
午前10時

～11時30分
0～1歳頃までの乳
幼児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分

1歳頃までの乳幼児
の家族

相　
　

談

無料 弁護士相談・
保健師こころの相談 10月13日㈮

午後2時～
（要予約、1人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人
（同日に身体やこころ
の相談も行います）

歯科衛生士による
個 別 歯 科 相 談 10月23日㈪ 午後2時～3時30分

（要予約）
歯・歯ぐき・入れ歯に関
する相談を希望する人

保健師による健康相談
（電話・来庁） 10月24日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個別健康栄養相談 10月27日㈮ 午後1時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を改
善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

10月３日（火）・
６日（金）・10日（火）・
13日（金）・17日（火）・
20日（金）・24日（火）・
27日（金）・31日（火）・
11月３日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

10月４日（水）
11月１日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

10月12日（木）
　　26日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 10月19日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） 10月25日（水）

各地区ミゼット車 10月18日（水）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 10月30日（月）予定

千早、東阪、中津原 10月31日（火）予定

心配ごと 10月５日（木）
11月２日（木）

児　　童 10月５日（木）

行　　政 10月５日（木）
11月２日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081
（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権課☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,404人（－10）
　男　　2,567人（－４）
　女　　2,837人（－６）
世帯数　2,335戸（－６）

８月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
観光・産業振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

健康診査＆相談など


